平成２５年度　前期末試験（本試験）
施行日　平成２５年７月　　日　　　　　　　　　　　　　　　　　　
出題者　　　中　島　　義　雄　　
[image: ]科目　地理情報システム　１／２　

問1．以下の文章を読んで、各設問に答えなさい。
属性データは表形式に保存される。1つ1つのデータはレコードと呼ばれ、各レコードの属性を示すための領域をフィールドという。例えば、住宅地図では各建物のデータがレコードであり、面積、階数、人数、公共・一般の別などその建物の属性がフィールドとなる。また、空間データと結合するために、この属性データの情報としてオブジェクト固有の識別子のフィールド（キー）が含まれていなければならない。
（１）右図で下線部に該当するのはどれか。図中の該当部分を○で囲んで示せ。
（２）「町の名前」のデータがあるフィールド名は何か。
（３）「街区」レイヤの総レコード数はいくつか。

＜解答欄＞
	（２）「区画」フィールド
	（３）9９


[image: ]
ベクターデータベースの構築における図面データと属性データの結合は、図面データと属性データそれぞれに固有の識別子によって結合される。図面データ内にあるオブジェクトに付けられた識別子と属性データの識別子フィールドの値が一致するデータがそれぞれ対応づけられる。以上の結果、データベースが構築される。
（４）右図で下線部に該当するフィールド名をそれぞれ記せ。
＜解答欄＞
	オブジェクトに付けられた識別子
	「FID」フィールド

	属性データの識別子
	「Id」フィールド



例えば、住宅区画計画図の場合は以下のようになる。まず図面データとして住宅計画図の区画を入力する。属性データとして住宅区画台帳の詳細データや立地条件の情報を入力する。識別子として区画番号や区画名を識別するコードを入力し、これを基に住宅区画計画図と住宅区画台帳が結合されることになる。ただし、区画番号や区画名を識別コードにする場合は、同じ番号や名前がほかに存在していないことを確認する必要があるので、識別子の付け方には注意が必要である。同一データベース内では同じ識別子を持つ区画は1つでなければならないので、区画のコードは区画番号だけでなく、番号と区画名を組み合わせるなどの工夫が必要である。
	＜解答欄＞

	ウ


（５）ベクターデータベースの構築は、大きく分けて　ア、図面データの入力、イ、属性データの入力、ウ、図面データと属性データの結合、の3段階に分けられる。下線部はこのうちどの段階の注意事項について述べているか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
問２.　あるレイヤの属性テーブルが下表であるとき、次のラベル条件式は、ArcMapでどのように表現されるか記述しなさい。解答は１例でよい。
	（１）

	（２）


（１）"名称: " & [Name] & vbNewLine & "タイプ: " & [Type]
（２）[Name] & "－" & [Type] & "：" & [Num] & "人"

	FID
	Shape*
	ID
	Name
	Type
	Num

	0
	Polygon
	1
	コットンウッド
	キャンプ場
	25,000

	1
	Polygon
	2
	ウエストバーン
	スキー場
	300,000

	2
	Polygon
	3
	リアルミスティック
	森林公園
	650,000



	科　目
	地理情報システム
１／２
	学　科
	測量科
測量設計科
	学年
	
	組
	
	番　号
	
	氏　名
	
	採　点
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問３.　ベクトルデータとラスターデータの特性の違いについて、例にならって項目ごとに比較し、適切な解説をしなさい。
	項目
	ベクトルデータ
	ラスターデータ

	(例)投影法の変換
	ラスターデータと比較して比較的短時間で済む
	非常に時間がかかる

	データ量
	
	

	データの修正・更新
	
	

	微妙なデータの変化
	
	

	拡大・縮小
	
	



問４．ＧＩＳは現実世界の問題を解く問題解決ツールであって、そのためには実世界に存在するさまざまな地物をデータ化する必要がある。ＧＩＳでは様々な主題をレイヤとしてデータ化するが、いくつかのデータモデルが考案されている。下図を参考にし、語群から番号を選んで表を完成させよ。
[image: ]＜語群＞
①連続的なサーフェス、②汚染濃度、③標高、④土地区画、⑤騒音レベル、⑥連続的に変化する地物、⑦セル、⑧家屋形状、⑨形状が明確で境界がある地物、⑩図形（点・線・面）、⑪不規則三角網
	解答欄

	データの種類
	適する地物
	データの表現方法
	例

	ベクター
	⑨
	⑩
	④、⑧

	ラスター
	⑥
	⑦
	②、③、⑤

	TIN
	11 
	⑪
	③









[bookmark: _GoBack]問５.　次の文章の空欄に入れるのに適当な語句を語群から選んで記号を解答欄へ記入せよ。なお、同じ語句を何度使用しても良い。
（1） 　GISで取り扱う図形データには、大きく分けてベクター型データとラスター型データの2種類がある。（　1　）型データとは、図形の形状を（　２　）に分け、それぞれをXY座標の（　３　）と長さの組み合わせで表現したものであり、曲線や面の外郭を短い線分の集合で表現する方法である。
（2） 　一方、（　４　）型データとは、2次元表面を細かい（　５　）に分割して表現する方法であり（　５　）の配列自体が（　６　）情報を持っている。人工衛星などから取得される（　７　）データも1種の（　４　）型データであるが（　８　）データと呼ばれることが多い。
（3） 　一般に（　1　）型データはデータ量が（　９　）のに対し、（　４　）型データは（　10　）。しかし、境界線が（　11　）な図形になるものや標高・土地利用などのように分類項目が多岐にわたる地理情報に関しては、（　４　）型データ構造のほうが扱い易い場合も多い。

＜語群＞　ア.多い　　イ.リモートセンシング　　ウ.空間　　エ.簡単　　オ.ラスター　　カ.画像　　キ.地上データ　　ク.位置　　ケ.一般図
　　コ.複雑　　サ.点と線と面　　シ.メッシュ　　ス.少ない　　セ.ベクター　　ソ.値

	解答欄
	１
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11

	
	セ
	サ
	ソ
	オ
	シ
	ク
	イ
	カ
	ス
	ア
	コ
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